
なでしこ銘柄
女性の力を活かす企業を応援します！

経済産業省と東京証券取引所では、平成24年度より、女性の活躍推進に優れた
上場企業を「なでしこ銘柄」として選定しており、今年度で11年目を迎えます。
「中長期の企業価値向上」を重視する投資家にとって魅力ある銘柄として紹介
することで企業への投資を促し、多様性を重視する労働市場からの注目も集め
ることで、各社の女性活躍推進に向けた取組を後押ししています。
人的資本経営や非財務情報開示の流れも受け、選定基準等を一新し、今年度よ
り大幅にリニューアルします。

11年目の「なでしこ銘柄」、大幅リニューアル！

リニューアルの背景～人的資本経営や非財務情報開示の流れ～

近年、人材を「資本」として捉え、その価値を最大限に引き出すことで、中長期的な企業価
値向上につなげる「人的資本経営」への注目が高まっています。

また、企業による人的資本を含む非財務情報の開示のあり方についても国内外での議論が進
んでおり、経営戦略と連動した人材戦略を立案し、情報開示していくことが一層求められて
います。

経営戦略と連動した女性活躍推進を行う企業を選定

従来のような企業の女性活躍の取組の多寡を評価するだけではなく、企業の経営戦略の中で、女性
活躍推進をどう位置付け、その取組の成果をどのように企業価値向上につなげているかにも着目し
て「なでしこ銘柄」を選定します。

女性活躍推進に関する情報開示を促進

資本市場、労働市場等に向けて、女性活躍推進に取り組む企業の情報を効果的に発信することを目
的に、応募いただいた企業は「女性活躍推進に積極的な企業」として、各社のデータとともに公
表します。
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今年度「なでしこ銘柄」のポイント

項目 令和４年度「なでしこ銘柄」事業

対象企業
令和4年（2022年）10月14日時点でプライム市場・スタン
ダード市場・グロース市場に上場している全ての企業（外国株
を含む）

銘柄選定企業数
20社程度（17業種1枠程度）
※「準なでしこ」の選定はありません

応募資料
（「女性活躍度調査」
調査票）

・①定量調査票（Excel）
・②定性調査票（Word）
※上記①②の両調査票を提出いただいた企業のみ、銘柄選定の評
価対象となります



女性活躍度調査に是非ご参加下さい！

「なでしこ銘柄」に選定されるには、女性活躍度調査への回答が必要です。
昨年度は、JPX日経400企業の49.8％が参加しています。

「なでしこ銘柄」への応募を通じて・・・

◼ 自社の女性活躍推進の定量成果を整理できるとともに、回答企業全社へ
お送りするセルフチェックシートで、貴社の全体および業種別の立ち位
置を確認できます。

◼ 自社の女性活躍推進に係る具体的な取組を定性調査票の項目に即して記
載することで、自社の女性活躍の取組を整理・見える化し、社内外のス
テークホルダーとの対話促進が期待できます。

◼ 「なでしこ銘柄」に応募した「女性活躍に積極的な企業」として、経済
産業省からも公表いたしますので、資本市場及び労働市場への自社のPR
ツールとしてもご活用いただけます。

▶投資判断等に
女性活躍情報を
活用する理由

◀投資判断へ
の女性活躍情
報の活用

内閣府「令和２年度 ジェンダー投資に関する調査研究 報告書概要版」より

内閣府が機関投資家等を対象に実施したアンケート
調査によると、半数以上の機関投資家が投資判断に
おいて女性活躍情報を活用していると回答。
そのうち約９割の機関投資家が、投資判断や業務に
おいて女性活躍情報を活用する理由として、「企業
の業績に長期的には影響がある情報と考えるため」
と回答。

機関投資家が注目する女性活躍情報

ミレニアル世代の人材は、就職先を選定する
際に、企業の「多様性や受容性の方針」を
重要視しており、特に女性はこの傾向が顕著。

労働市場も多様性を重視

（注記）回答者：ミレニアル世代（1980年～1995年生まれ）の男性 1,349人、女性8,756人
（出所）PwC ミレニアル世代の女性：新たな時代の人材（2015年）


